


要約: EME 社製 Infant Flow System、Argyle 社製、Hudson 社製の各種 nasal-CPAP 装置及

び Oxygen cannula を機械的モデル肺に装着し、 1 回換気量、呼吸仕事量を測定し比較検

討した。静肺コンプライアンス 0.5ml/cmH2O、レジスタンス 200mmH2O/L/sec.に設定した

機械的モデル肺での測定では CPAP を 0cmH2O から 8cmH2O まであげると、いずれの機種も

1 回換気量は増加し、呼吸仕事量は減少したが、その効果は Infant Flow System が優れ

ていた。静肺コンプライアンス 1.0 ml/cmH2O,レジスタンス 200cmH2O/L/sec.に設定した

機械的モデル肺での測定ではCPAP を 0crnH2Oから 8cmH2O まであげると動肺コンプライア

ンスが減少し、いずれの機種も 1 回換気量は減少した。nasal-CPAP はコンプライアンス

の低下している肺において 1回換気量を増加し、呼吸仕事量を減少させた。


